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議会費                                     

<議会費> 

（担当：議会事務局） 

議会の活動に要する経費          ３，８５９万円（３，８５４万円） 

この経費は、主として議員の報酬、定例会や臨時会、各委員会等の会議出席に伴う費用弁

償に使われる他、町議会の活動状況を広く町民に周知し、議会に対する理解と認識を深め

てもらうための議会広報発行費用、議事録作成にかかる会議録調製委託料、事務局職員の

人件費などに充てられました。 

■議員に関する経費 

●議員の報酬、議員共済負担金・事務費 ２，１５１万円 

●定例会や臨時会、各委員会、研修や視察などの費用弁償 ５４万円 

●議員公務災害補償組合負担金 ４万円 

■職員に関する経費 

●事務局職員の給料、各種手当、共済組合負担金 １，４０６万円 

●事務局職員の普通旅費として １３万円 

■参考人等に関する経費 

●参考人、講師の費用弁償 ７万円 

■事務的経費 

●議会だより印刷費 １２２万円 

●議会だより配付料 １万円 

●燃料費、消耗品代 ７万円 

●法令集追録代や議会関連雑誌定期購読代 ２１万円 

●会議録調製委託料 ７０万円 

■その他の経費 

●議長交際費 ３万円 

【参 考】 

○宗谷管内町村議会議員年収比較                     (平成２１年３月３１日現在) 

町村名 順位 
議長 

（円） 
順位

副議長

（円） 
順位

委員長

（円） 
順位 

議員   

（円） 

枝 幸 町 ① 4,620,000 ① 3,465,000 ① 3,052,500 ① 2,887,500

浜 頓 別 町 ⑤ 3,370,500 ② 2,969,250 ② 2,808,750 ② 2,648,250

利 尻 町 ③ 3,525,000 ④ 2,850,000 ④ 2,700,000 ④ 2,550,000

利尻富士町 ④ 3,450,000 ⑤ 2,775,000 ⑤ 2,625,000 ⑤ 2,475,000

豊 富 町 ② 3,619,000 ③ 2,961,000 ③ 2,796,500 ③ 2,632,000

猿 払 村 ⑥ 3,281,025 ⑥ 2,672,835 ⑥ 2,528,790 ⑥ 2,384,745

礼 文 町 ⑦ 3,220,000 ⑦ 2,590,000 ⑦ 2,450,000 ⑦ 2,310,000
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中 頓 別 町 ⑧ 2,964,000 ⑧ 2,412,000 ⑧ 2,280,000 ⑧ 2,148,000

管 内 平 均 3,506,191 2,836,886 2,655,193 2,504,437

 

総務費                                       

〈一般管理費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

特別職、一般職員の給与     算額 ２８，８２２万円（３０，１８８万円） 

  一般会計で支出する職員の給与は、議会事務局職員は議会費、教育長を含む教育委員会

職員は教育費、普通建設事業として支弁される分をそれぞれ事業が組まれたところで計上

していますが、それ以外の職員は総務費で計上しています。 

 

職員の健康診断委託事業          決算額 ２０８万円（２７９万円） 

  北海道市町村共済組合の制度を基本に、３つの検診機関で３０歳以上のすべての職員を

対象に総合健診を実施しています。 

 

自治記念式                    決算額 ７万円（７万円） 

  大正１０年４月１日に頓別村から分村し２級町村制を施行したことを記念し、毎年この

日に自治記念式を開催しています。記念式では、中頓別町の自治の発展に寄与された方々

を表彰して記念品を贈呈しました。 

 

職員研修事業               決算額 １０５万円（１５０万円） 

  職員の能力開発を図り、町民福祉の向上、まちづくりを推進していくため職員研修に派

遣しました。 

・研修機関への派遣研修    旅費等     １０５万円 

 

職員の給与計算システム保守委託事業      決算額 １２万円（１２万円） 

  職員の給与支給は、平成８年度に導入した計算システムを運用しています。現在は、そ

の保守に必要な経費のみを計上しました。 

 

宗谷町村会負担金事業           決算額 １７２万円（１７２万円） 

  宗谷町村会は、宗谷管内のすべて町村で組織し町村に共通する課題の解決や情報の収集

と提供、職員研修の共同実施などの事業を行っています。その運営に必要経費は、町村の

規模等で決められています。 

毎年、経費の節減を図り、負担金を削減してきています。 

※２０年度負担金  １７２万円 
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自治会連合会運営補助金          決算額 １４０万円（１４７万円） 

 自治会の育成指導、相互の連絡調整を図るとともに住民の福祉増進並びに地域振興発展

に寄与する事を目的として組織された中頓別町自治会連合会に対し、その運営費を補助し

ました。 

＜参考＞ 町補助金  平成１８年度 １５０万円  

平成１９年度 １４４万円 

平成２０年度 １４０万円 

※算出根拠一世帯あたり 1,600円 ×874世帯 

 

町例規システム事業            決算額 ２３６万円（２９３万円） 

  条例、規則等の町の例規集を作成しています。平成１７年度から冊子を廃止しＷｅｂ版

例規集のみとして経費の削減を図っています。 

 

〈財政管理費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

わかりやすい予算書の発行 

町が行う仕事について、難しい行政の専門用語はなるべく使わないように説明した私の

まちのしごとと予算ダイジェスト版を発行し、全戸配布しました。 

 

まちの家計簿（わかりやすい決算書）の発行             

平成１９年度決算の報告をわかりやすく説明し、町の財政を理解していただく決算書町

の家計簿ダイジェスト版を発行し、全戸配布しました。 

 

〈文書広報費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

広報誌なかとんべつの発行         決算額 ２０９万円（２４６万円） 

町が抱える様々な問題や課題、町で起こっている出来事などをお知らせしています。年

１１回の発行。特集などを中心に紙面の見直しを進めながら充実を図りました。 

 

広報広聴活動                            

町長と町民のみなさんとが、膝を交えて、活発的な議論ができる地域懇談会「町長がお

じゃまします」を実施しました。 

町内の各団体等から、様々な話題、政策提言等、町民のみなさんからの要望があれば、

町長が出向いて対話する「町長を出前します」を実施しました。 

 

公共施設見学会                          

実施できませんでした。 
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街頭放送の実施                  決算額 ３万円（３万円） 

町内の街頭放送を運営する中頓別町街頭放送協会に加盟し、町のお知らせなどを随時放

送しました。  

 

〈企画費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

総合開発委員会開催事業              決算額 ７万円（５万円） 

第6期総合計画後期実施計画の推進管理を行うため、意見交換及び平成20年度実施事業に

係る事務事業評価のあり方を議論しました。  

また、第 7期総合計画（次期計画）の策定に向けた勉強会を開催しました。 

 

三輪車むかで競争大会補助金          決算額 ５０万円（５０万円） 

 北緯 45 度夏まつりにあわせて開催している三輪車むかで競争大会の実行委員会に対し

て、その運営費の一部を補助しました。 

 

花とみどりのまちづくり推進事業        決算額 １４万円（１９万円） 

住民参加を基本に美しく快適で潤いのある生活環境をつくるため、花づくりに楽しむ個

人や団体の自主的活動を実施しました。  

・花樽、プランター設置事業 14施設 63基  

 

天北線バス路線維持対策補助金   決算額 １，９８７万円（１，８７５万円） 

平成元年度にＪＲ天北線が廃止され、代替バスの運行が開始し、これまで関連市町村で

連携を取り連絡調整協議会によりさまざまな対策について検討を行い、バス路線を維持す

るために必要な補助を行いました。  

特に、沿線自治体におけるバス利用者数が極めて低い状況から、運行バスのあり方や路

線の見直しについて検討を行ってきました。 

  ・天北線生活交通路線維持分       660 万円 

  ・天北線生活交通路線維持分（買支え）  998 万円 

・天北線単独路線維持分         329 万円 

 

天北線バス定期運賃補助金         決算額 １５９万円（２０８万円） 

 平成元年度にＪＲ天北線が廃止され、代替バスの運行が開始される際に、通学生の通学

費用の軽減を図るために定期運賃に対して補助金を交付しています。 

 平成 15 年度までは 50％補助してきましたが、16 年度は 40％、17 年度以降は 30％に削

減しています。 

＜参考＞補助実績 平成１７年度 ４０人 １９７万円  

平成１８年度 ３５人 １７５万円  

平成１９年度 ２８人 １４２万円 
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平成２０年度 ２９人 １５９万円 

 

地域新エネルギービジョン策定事業           決算額 ７２７万円 

二酸化炭素排出に伴い地球温暖化対策のため、太陽光、風力、バイオマスといった新た

なエネルギー源を活用した取組みが各自治体で進められています。そのなかで、本町には

雄大な自然があふれ、産業は農林業、とりわけ酪農主体の産業構造となっていることから、

新しいエネルギーの導入を推進していくため、各新エネルギーの賦存量調査とその利活用

を具体化し、地球温暖化防止、循環型社会の形成を積極的に取組むとともに、新たなまち

づくりと産業振興の方向性（雇用の確保等）について、地域住民と連携のもとで考え、町

の活性化に資することを目的に地域新エネルギービジョン策定調査を実施し、「中頓別町地

域新エネルギービジョン」を策定しました。 

これからは、二酸化炭素排出削減を2016（平成28）年度までに1,500ｔ-CO2/年と目標と

定め、化石燃料の使用を抑制し、単に新エネルギーを導入するだけではなく、身近な「環

境」を保全し、「エネルギー」問題に対応することで、個性ある「まちづくり」を進めて

いくことを目指していきます。 

本事業は、独立行政法人新エネルギー産業技術総合開発機構（NEDO）から補助を受けて

実施しました。 

 策定委員会会議費 ５回       16 万円 

 先進地調査費（道内・道外各 1回） 50万円 

 調査業務委託費          525 万円 

 報告書作成費           94 万円 

 事務費他             42 万円    

 

頓別川環境保全促進事業                決算額 １０１万円 

平成21年に開拓から100年という記念すべき年を迎えることから、改めてこの町の今を見

つめ直し、次の100年を「環境の町・中頓別町」としてスタートしていくため、地域と深く

つながる頓別川流域の環境を、町民自らが調べて、町民自らの力で本来あるべき川の姿を

取り戻す取り組みを始めていくことを目的に「頓別川・環境ミーティング2008」を開催し

ました。 

頓蔑川流域を中心に自然環境調査を実施したところ、テシオコザクラといった希少植物、

オジロワシやクマゲラといった希少鳥類、貴重なカワシンジュガイやムカシトンボ等が生

息していることが確認できました。 

なお、本事業は財団法人自治総合センターから助成を受けて実施しました。 

□環境ミーティング             ５１万円 

第 1回 ７月 20日～21日 延べ 32人参加 

第２回 ９月５日～ ６日 延べ 22人参加 

第３回 12月６日       25 人参加 

□中頓別町自然環境調査委託業務        ５０万円 
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頓別川の河川整備を検討する町民懇話会開催事業      決算額 １２万円 

頓別川は豊かな自然を有していますが、直ぐそばには住宅や公共施設が建ち万一の自然

災害対策を進めなければならないため、これまで頓別川の河川改修について河川管理者で

ある北海道と、地先住民や町内有識者等の意見を聞いて協議を進めてきました。 

そのため、豊かな自然環境保全に最大限配慮しながら、災害から町民の生命と財産を保

護することができるよう、頓別川の地先住民や町内団体代表者など 18人による町民懇話会

などを開催しました。 

これにより、①町国保病院、町下水道終末処理センター、高齢者福祉施設、公営住宅団

地が所在している区間の安全対策が講じられる工法としながらも、河畔林が残るよう最大

限自然環境を保全、②安全な水流量が確保できる最小限の工法による改修整備、②河川敷

地内の営農に影響が生じない範囲で遊水地とする活用の検討、③河川改修事業の実施しあ

たっての作業工程や進捗状況等の確認など稚内土木現業所担当職員との意見交換会の実施

とする内容として北海道に要望しました。 

□町民懇話会 

 第１回 １１月 ４日（月） 

 第２回  １月２３日（金） 

□町民懇話会作業部会と稚内土木現業所担当者との意見交換会 ３月１９日（木） 

□頓別川環境フォーラム  

第１回：３月２日（月） 

    講師：北海道工業大学教授 岡村俊邦氏 

   第２回：３月５日（木） 

    講師：北海道大学大学院地球環境科学研究院教授 小野有五氏 

□頓別川環境を考えるワークショップ  第１回 ３月１７日（火） 

第２回 ３月２４日（火） 

 

地域づくり研修会開催事業                決算額 ６８万円 

 本事業は財団法人北海道市町村振興協会から助成を受けて実施しました。 

□レディースセミナー 

「食楽セミナー～地域の食材を活かしたコミュニティビジネスの可能性を創造する～」 

１１月１１日 ８２名参加 ２３.３万円 

  □職員セミナー 

「これからの時代の総合計画のあり方を考える～これからの基礎自治体のあり方とは～」 

９月８日 ５６名参加 １１月１３日 ４４名参加 合計１００名参加  ３２．２万円 

  □異業種交流セミナー 

「頓別川の河川環境を考える研修会」 

９月５日 １５名参加 ９月６日 １０名参加 合計２５名参加  １２．２万円 
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敏音知自治連合会コミュニティ活動補助金         決算額 ５０万円 

敏音知地域の豊かな自然環境を活かし、町内の小学生・中学生に自然を体感してもらい、

その魅力に理解を得てもらい心身の発達への助長を目的に青少年健全育成事業として、「敏

音知夏休み自然体験事業」が敏音知自治会の主催により開催されました。 

これにより、小・中学生 41 人（移住体験事業で来町していた小学生 1 名を含む）の参

加があり、酪農体験など地域の魅力、宝物の再発見ができました。 

 本事業は財団法人自治総合センターからの助成を受けて実施しました。 

□実施日 平成 20年 7月 25日（土）～27日（月） ２泊３日 

 

〈交通安全対策費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

交通安全活動事業               決算額 ２４万円（２７万円） 

 町内の交通安全活動を推進するため、資材配付と交通安全車による町内広報啓発等を実

施しました。 

 また、北海道交通安全推進委員会と連携し安全運動のための資材提供（チラシ、夜行反

射材）を受け街頭啓発、事業所訪問活動で配付しました。 

  新１年生交通安全家庭訪問（ﾗﾝﾄﾞｾﾙｶﾊﾞｰ、黄色帽子）  5万円 

  交通安全車維持費                 14 万円 

  町内赤色回転灯電気料                2 万円 

  北海道交通安全推進委員会負担金           3 万円 

 

交通指導員事業                決算額 ５８万円（７６万円） 

  交通安全対策を推進するため、交通指導員を委嘱して各種活動を推進しました。 

  平成20年度の出動状況は次のとおりです。 

月 日 出動した行事名 延べ人員

4/7～4/15 春の交通安全運動 新入学期通学児童街頭指導 ３１

4/7、4/14 春の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １４

4/30 小頓別小中学校青空教室街頭指導 ３

5/18 中頓別消防団春季消防演習 ５

5/30、6/6 初夏の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １５

6/8 鍾乳洞まつり ６

7/5 聖徳太子典 ７

7/18 夏の交通安全運動 こぐまクラブ街頭啓発 ３

7/22～24 夏の交通安全運動 夏期通学児童街頭指導 １３

5/30、6/6 夏の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １４

7/22、7/23 中頓別神社祭典 ８

8/3 北緯 45度夏まつり ６

 - 8 -



8/16 商工会盆踊り・灯篭流し ４

8/20 ふれあい盆踊り ５

8/20 交通事故慰霊祭 ２

8/31 町民駅伝大会 ４

9/22～9/30 秋の交通安全運動 通学児童街頭指導 ３０

9/24、9/29 秋の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １５

9/30 秋の交通安全運動 老人クラブ街頭啓発 ３

10/15 秋の防火パレード ３

10/17、10/24 秋の輸送繁忙期交通安全運動 一斉パトライト作戦 １５

11/17、11/21 冬の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １４

1/31 北緯 45度しばれまつり ７

合計  ２２７

※通学児童街頭指導は、土日・祝日の場合は出動していない。 

 

地域生活安全補助事業             決算額 １８万円（１８万円） 

 これまで町の防犯のため町内パトロール等の活動していた防犯協会と、交通安全のため

街頭啓発等の活動を行っていた交通安全協会が、さらなる地域住民の生活を守るための取

り組みをするため平成 20年度に統合し、地域生活安全協会として新たなスタートしました。

その運営に対し、補助金を交付しました。 

 

〈公平委員会費〉 

（担当：公平委員会書記長） 

公平委員会の経費                 決算額 １万円（２万円） 

 この経費は、主に公平委員 3 名の報酬や委員会出席に伴う費用弁償などに充てられまし

た｡ 

 

〈防災会議費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

防災対策                   決算額 ０．７万円（３万円） 

町民の生命と財産を守り安全な地域社会を確保します。 

 

〈バス転換関連施設維持管理費〉 

 （担当：産業建設課建設グループ） 

天北線バス関連施設維持経費        決算額 ３２６万円（３８２万円） 

バス路線の円滑な運行やバス利用の促進を図るため、バスターミナル等の維持管理にか

かる経費です。 
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〈いきいきふるさと推進事業費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

中頓別町いきいきふるさと推進事業       決算額 ３６万円（４０万円） 

町内に転入された方には、中頓別で生活する上での必要な情報の提供を行います。  

また、子育てに対しては祝い品の贈呈や支援を行い、地域が温かい気持ちで支えあうま

ちづくりを目指し実施しました。  

・転入支援事業（生活情報誌の配布） 0.5 万円 

・子育て支援事業           35 万円 

（出生祝金 30万円、絵本プレゼント 5万円） 

 

〈地域間交流費〉 

 （担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

広島県大崎上島町交流推進事業         決算額 ７７万円（７７万円） 

平成 2 年 10 月に本町の開拓の始祖である楢原民之助氏の出身地である広島県東野町と

姉妹町の縁を結び、毎年それぞれの町民をとおしての親善、交流を深め、深い絆で結ばれ

ることにより姉妹町の意義を高めてきています。 

平成 14 年 4 月に東野町は、大崎町、木江町と合併して大崎上島町となり、新たな交流

がスタートしました。今年度は、大崎上島町町民交流実行委員会を立ち上げて、その親善

訪問にかかる経費の一部の補助や受入れ事業として歓迎会等にかかる経費を支出します。 

□町民交流団派遣事業     64 万円 

□大崎上島町交流団受入事業  13 万円 

 

〈情報推進費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

中頓別町電子自治体推進事業            ９５９万円（８５７万円） 
国による電子政府・電子自治体が急速に進み、この流れに遅れることなく本町も地域情

報化、行政情報化を推進し、より高度な地域情報ネットワーク（ＩＴ）環境を構築し、合

理的かつ効果的な行政事務の改善とサービスの向上を図るための経費です。 

今年度は、HARP の共同設置による LGWAN 提供装置の機器更新を行い、今後も北海道が進

めている北海道電子自治体共同運営協議会のアプリケーション基盤の共有などを図りなが

ら効率的な運用に努めています。 

 

〈一流の、中頓別づくり推進事業費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

一流の、中頓別づくり推進事業補助金    決算額 １２７万円（１７８万円） 

第6期総合計画「一流の、中頓別づくり」を効果的に推進するため、本計画に掲げる基本

理念を実現される事業で重要性、緊急性が高い事業について「一流の、中頓別づくり推進

補助事業」を平成16年度からスタートしています。  
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補助実績  平成１７年度 ２件  24万円  

平成１８年度 ０件   0万円  

平成１９年度 ２件  88万円  

平成２０年度 ３件  127 万円 

実施団体 事 業 名 補助額 

シンポジウムⅡ開催事業 100 千円ＮＰＯ中頓別森林療法研究会 

欧州の森で心身の健康を考える

調査研究事業 
370 千円

中頓別町循環農業支援センター利用組合 完熟堆肥販売事業 800 千円

 

〈政策推進費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

中頓別農業高校施設等利活用推進事業      決算額 ２５万円（４４万円） 

 平成 20年 3月で廃校となった中頓別農業高等学校の施設等の一部については、社会福祉

法人南宗谷福祉会天北厚生園の移転先としての利用を図ることとしましたが、敷地や残余

の施設等について引き続き利用策を検討し、農業高校跡地を核とした地域再生策の推進の

ための検討と、北海道から施設の早期譲与に向けた協議等を行なってきました。 

 

定住促進対策推進事業費            決算額 ３５万円（４３万円） 

 いわゆる「団塊の世代」を主な対象者として、都市からの移住希望者を受け入れていくた

め、引き続き北海道移住促進協議会へ参画するほか、移住体験事業として「中頓別町への移

住を進める実行委員会」が主体となって実施し、愛知県、大阪府、山口県などから、本町で

の田舎暮らしを体験されました。  

□北海道移住促進協議会負担金         5 万円 

□中頓別町への移住を進める実行委員会補助金 30万円  

  ・「なかとん・おためし暮らし 2008」実績 12 件 29 人 241 日間 

 

プロジェクト北の杜推進協議会負担金    決算額 ４５０万円（７００万円） 

  北海道地域再生チャレンジ交付金事業の助成を受け、季節移住などの二地域居住を促進す

ることで地域に新しい産業～ライフウェア産業～を創造することを目的とした、当町と美瑛

町、中川町の共同による地域再生プロジェクト「プロジェクト北の杜」を推進のため、関連

事業と連動させ、二地域居住のためのセカンドホームツーリズム、森林療法を核としたヘル

スツーリズムについて検討し、モニターツアーなど試行的に事業を展開しました。 

  平成 20 年度の総事業費は 1,350 万円を計上し、構成町で負担金として按分し事業を進め

ました。三町の共通経費を除いた290万円分が中頓別町主体となって事業を行う予算額とし、

実績は次のとおりです。 

   □セカンドホームツーリズム関係 46万円 

   ・地元材で家を建てる仕組みを考える調査（兵庫県加古川市）  
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 3 月 22日～24日 ２名派遣 298 千円 

   ・地元材で家を建てる仕組みを考えるフォーラム開催 

                         3 月 28日 20 人参加 163 千円 

□ヘルスツーリズム関係 186 万円 

   ・NPO 法人中頓別森林療法研究会 欧州の森で心身の健康を考えるツアー 

10 月 10日～21日 1名旅費  758 千円 

・森林療法と健康食メニュー開発事業「食の文化祭フォーラム」 

11 月 10日 18 人参加 101 千円 

・森林療法と健康食メニュー開発事業「からだにやさしい薬膳料理教室」 

２月 19日 24 人参加 154 千円 

   ・森林療法と健康食メニュー開発事業「からだスッキリ！料理講座」 

3月 19日 17 人参加 116 千円 

   ・森林療法と健康食開発事業調査委託 一式 716 千円 

□冬のおためし暮らしモニターツアー事業   22 万円 

   ・ツアー宣伝活動費（新聞広告・チラシ作成他）   212 千円 

・ツアー参加者受入諸費（体験活動）参加件数 1件 10 千円 

 

そうや自然学校事業            決算額 ２４２万円（３８２万円） 

 中頓別町やその周辺の自然環境を、そうや自然学校（フィールド・施設）として 、生涯

学習の推進、環境教育、体験型観光や森林療法などの活動を、地域住民（地域 NPO、各団体

等）、行政、地域産業、地域外（大学機関、自然体験活動団体等）と協働で進め、その取り

組みをつなげ発展させ、地域内外の交流を図ることを目的に、4本の柱のもと活動しました。 

□中頓別体験ツアー 

 この地に住み暮らす人々と過ごす「時の流れ」を感じる中頓別ツアーを企画実施し、都市

では感じることのできない、心豊かになれる中頓別の過ごし方を「滞在型ツアー」という形

で提供しました。 

 ・なかとんべつ体験観光などの実施 

□子ども達への体験活動 

何十年もの四季折々の自然の変化を知るお年寄りや地域の人々から生活の知恵、自然の知

識を子どもが学ぶ機会を作り、単なる体験や知識の伝達だけではない「自然と人の生活」が

つながった自然体験型・生活体験型環境学習を提供しました。 

 ・町内小中学校総合的な学習の時間の受入 

 ・自然体験学習会の実施（夏・冬） 

 ・町外活動の受入 など 

□森の癒しと森林療法 ～森と暮らす、森で過ごす健康づくり～ 

  森が人に与える医学的効用に着目した研究と実践を進めるＮＰＯ法人中頓別森林療法研

究会と連携した健康改善のために中長期滞在するプログラム開発及びツアーを開催しまし

た。 
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 ・健康づくり森林ウォーキングの実施 

 ・森の癒し 健康づくり森林療法モニターツアーの実施 など 

□人が共に育つ場づくり 

  「自然と人の関わり」を学ぶためのわかりやすい地域素材を活かし、「人と自然」をつな

ぐ体験活動や人材育成、養成セミナーなどを開催し、「人と人」、この地で学んだことを通じ

て、「人と社会」がつながる機会を提供しました。 

 ・自然学校指導者養成の実施（年６回） 

 ・町内及び町外研修の受入 など 

参加者数 １，７１５名（延べ） 

□費用内訳 

・自然体験インストラクター業務委託 81万円 

・自然学校施設維持管理費 83万円 

・体験活動用備品購入（スノーシュー、トランシーバー、双眼鏡、魚捕り網、箱めがね他） 53万円 

・自然体験事業実施に係る講習・研修会参加費用 25万円 

 

中頓別地元学推進事業                 決算額 ３５８万円 

 平成 21 年の開拓 100 年・町制施行 60 周年を記念し、100 年の歴史の中で培ってきた中

頓別の地域文化を再発見し、これからの地域づくりやくらしづくりといった地域力に向け

た取り組みにつなげていくため、地元学の手法を用いて取材・調査を行い、それらを地域

力として高め、これからの地域振興に活かすため、調査したことを情報誌（単行本）にま

とめました。平成 21年度までの継続事業。刊行は平成 21年度。 

この事業は、北海道地域政策総合補助金事業の補助（総事業費の 2 分の 1）を受け実施

しました。 

□地元学ワークショップ開催  43 万円 

 ・12月 10日 10 人参加  ・１月 24日 13 人参加 ・１月 25日 9 人参加 

 ・ 2月 11日 16 人参加   ・2月 14日 9人参加  ・2月 15日 14 人参加  

□情報誌取材調査（委託事業） 315 万円 

 

環境基本条例検討懇話会開催事業          決算額 ３万円（５万円） 

 平成 20年 2月 20日町長より諮問を受け、12月 8日答申しました。 

今後は、環境基本条例に基づき環境基本計画、行動計画策定により、その実効性が求め

られます。 

□検討懇話会  平成 20年度 3回開催 

 

〈防犯対策費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

子ども安全対策車購入事業               決算額 ２０４万円 

 平成 20 年 8 月 29 日「安心実現のための緊急総合対策」が閣議決定されたことに対応し
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て、原油等原材料価格の高騰対策、高齢者医療対策、防災対策、教育・子育て支援対策等

に積極的に総合的に取り組み、もって地域活性化に資することができるよう交付金制度が

創設されました。 

地域活性化・緊急安心実現総合対策交付金事業（総額 1,457 万円 全 7事業）の内の事業

です。 

 子育て・教育支援対策として、犯罪から子どもを守る防犯対策および安全・安心な地域

づくり整備のため、安全対策パトロール車を購入しました。 

  □子ども安全対策車（青色散光式警光灯付き）1台 

 

〈税務総務費〉 

（担当：総務課住民グループ） 

課税電算業務委託料            決算額 ２５６万円（２４５万円） 

  住民税、固定資産税の課税計算、納税通知書作成事務等を民間委託しました。 

 

〈戸籍住民登録費〉 

（担当：総務課住民グループ） 

住民情報システム委託料           決算額 ４．４万円（３７万円） 

  住民情報システムとは、市町村における住民の居住環境の公証、選挙人名簿の登録その

他住民に関する事務処理の基礎となるもので、住民に関する記録を正確かつ統一的に行う

システムの保守管理業務を委託しました。 

 

〈統計調査費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

各種統計調査の実施          決算額 １８．３万円（２５．５万円） 

・学校基本調査                         ０．８万円 

文部科学省が毎年行う学校の生徒数などの実態を把握する調査を実施しました。 

・工業統計調査                         ３．７万円 

経済産業省が毎年行う工業（製造業）の実態を把握する調査を実施しました。 

・住宅・土地統計調査                     １０．０万円 

全国の事業所や企業を対象に産業や従業者規模などを把握するための調査で

す。総務省が行う住宅・土地の保有状況の実態を把握する調査を実施しました。 

 ・平成２１年経済センサス調査区設定               ２．３万円 

 ・平成２１年経済センサス準備等                 １．５万円 

   全産業分野のすべての事業所、企業を対象に経済活動の実態を把握する調査を

実施しました。 
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<監査委員会費> 

(担当：監査委員書記) 

監査委員の経費                決算額 ８４万円（８４万円） 

 この経費は、監査委員２名の報酬や監査業務に伴う費用弁償などに充てられました｡ 

 

〈選挙管理委員会費〉 

         （担当：選挙管理委員会事務局） 

選挙管理委員会の経費             決算額 ５３万円（５７万円） 

この経費は、主に選挙管理委員（４人）の報酬、費用弁償、選挙啓発の経費などに充て

ました。 

 

〈農業委員会選挙費〉 

（担当：総務課総務グループ） 
農業委員会選挙の経費              決算額 ９万円（５０万円） 

 この経費は、7 月執行の「農業委員会選挙」における、投票立会人や選挙長への報酬等

の経費に充てました。 

 

民生費                          

〈社会福祉総務費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

戦没者慰霊祭開催事業               決算額 ７万円（９万円） 

 戦争によって亡くなった中頓別町の戦没者に対し、追悼の意を表し恒久平和への誓いを

新たにするため、5月 28 日に開催、遺族 26名、来賓等 19名の参列者で行なわれました。 

 平成 17年度からは、食事会を取りやめ、遺族会総会の席に弁当とお茶を出すことにより

経費の節減を図っております。 

 

社会福祉協議会運営補助事業        決算額 ６５２万円（６５２万円） 

 社会福祉協議会の運営に係る経費の一部を助成します。中頓別町遺族会に対する助成も

含めて補助しております。 

 

民生委員協議会運営補助事業          決算額 ２０万円（２０万円） 

 民生委員協議会は、各民生委員の担当地区における生活状態の把握、保護の指導、社会

福祉事業施設や関係行政機関との連携等の任務の遂行と円滑な運営を図ることを目的とし

て活動しており、民生委員・児童委員で構成する中頓別町民生委員協議会に対し、その運

営費の一部を補助し、平成 19年 12月改選により民生委員児童委員 12名、主任児童委員 2

名を委嘱しております。 

 この補助金は、民生委員協議会活動推進費負担金として全額、道から補助されています。 
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福祉灯油助成事業                    決算額 ５４万円 

 収入金額が 120万円以下の世帯で、65歳以上の高齢者世帯及び、障害者世帯、ひとり親

世帯に対し、原油高騰により暖房用燃料費の一部を 54世帯に助成しました。 

 

高額療養費一部負担金貸付事業         決算額 ０万円（２００万円） 

 中頓別町国民健康保険の被保険者が高額な療養費を医療機関に支払う際に一時的にその

一部負担金を貸付します。 

 本年度は貸付希望者がいなかった事から、決算額は 0円となっております。 

 

〈老人福祉費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

敬老会開催事業                決算額 ５４万円（６９万円） 

 75 歳以上の高齢者を対象に 9月 11日に町民センターで該当者 156名、来賓 18名の出席

により経費の節減を図りながら敬老会を開催しました。 

 喜寿を迎える方 25名には、記念写真の贈呈を行ないましたが、7名の辞退者がおり、実

贈呈者は 18名となっております。 

 

高齢者等スポーツレクリェーション大会開催事業   決算額 ６万円（７万円） 

 町内に居住する 65 歳以上のお年寄りや身体障害者及び知的障害者の福祉活動の一環と

して、軽スポーツ活動を通し、健康増進と融和・親睦を深めるため、8 月 1 日に 106 名の

参加により開催しました。 

平成 17年度から参加賞の廃止、昼食費用の抑制を図っております。 

 

敏音知温泉コミュニティセンター入浴券交付事業 決算額 ９２万円（９８万円） 

町内に住んでいる 70歳以上のお年寄りや心身障害者（1・2級）、知的障害者の憩いの場

の提供と心身の健康増進のために、入浴券を交付しており、平成 20年度では延 4,211 人が

利用しておりますが、平成 19年度との比較では、延 63人減少となっております。 

 平成 20年度は入浴料 330 円のうち、110円と入湯税 50円が自己負担となっており、220

円を町が補助しております。 

 

高齢者乗合自動車無料乗車券交付事業      決算額 ９３万円（９３万円） 

 町内の７５歳以上のお年寄りに町内のバス路線区間に限り無料乗車券を交付しました。 

 この事業は、宗谷バスに１ヵ月 77千円で委託して実施されています。 

 

給食サービス事業               決算額 ６５万円（６５万円） 

 町内に住んでいるお年寄りで、一人暮しの方を対象に、週３回の夕食を配食しています。 

 偏食防止や安否確認、健康状態の把握にも役立っており、この事業は社会福祉協議会に

委託して実施しております。 
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 平成 20年度は 2名の方が利用しております。 

 

除雪サービス事業             決算額 １４５万円（１４５万円） 

 一人暮らしのお年寄りや、お年寄りだけの世帯で、積雪による外出の不安や、冬期間の

生活環境支援のために、除雪に係る労力を確保できないと認める世帯に対して、積雪時に

玄関前など住宅周辺の除雪を行います。 

 この事業は、社会福祉協議会に委託しており、平成 20 年度は 30 件がサービス対象とな

り、玄関・ベランダ・屋根の除雪のサービスを行いました。 

 

訪問サービス事業               決算額 ２０万円（２０万円） 

 一人暮らしのお年寄りの世帯に訪問員が訪問し、安否確認や生活上の悩み、福祉ニーズ

の把握等を行っており、社会福祉協議会に委託して実施されています。 

 平成 20年度では、9件の訪問対象者を 4名の訪問員でサービスを行なっており、延訪問

回数は 537回となっており、この事業は、平成 20年度で廃止とし、各自治会での取り組み

事業といたしました。 

 

生きがい活動支援通所事業            決算額 ０万円（１２万円） 

 デイサービスセンター長寿園において、生きがい活動援助員を配置し、利用対象者のニ

ーズ及び身体の状況に応じ、きめ細かなサービスをできる体制を取っておりますが、平成

20年度では利用者がおりませんでした。 

 

老人クラブ連合会運営補助事業         決算額 ３２万円（３２万円） 

 老人クラブ連合会の運営に係る経費の一部を助成しました。 

 老人クラブ連合運営補助金の負担については、道が 3 分の 2、町が 3 分の 1 の負担とな

っております。 

 

在宅老人デイサービスセンター・訪問介護サービスセンター運営事業 

                 決算額 １，６７０万円（１，６７０万円） 

 デイサービスは、高齢者が心身機能の維持・向上を図るとともに、日常生活上の世話や

機能訓練を行うことにより高齢者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持、家庭の身体的、

精神的負担の軽減を目的とするもので、食事や入浴などの日常生活上の支援や、機能訓練

などの支援を日帰りで受けられるものです。また、訪問介護は、高齢者が可能な限りその

居宅において、日常生活を営むことができるよう、ホームヘルパーが訪問し、排泄、入浴、

食事などの身体介護や、調理、掃除、生活全般にわたる援助を行うもので、社会福祉法人

南宗谷福祉会に委託しています。 

 平成 20年度利用者 在宅老人デイサービスセンター  延 2,234 回  

           訪問介護サービスセンター    延 4,413 回 
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建設資金償還金補助事業          決算額 ７５３万円（７５３万円） 

 社会福祉法人南宗谷福祉会が平成９年度にデイサービスセンター・在宅介護支援センタ

ーを建設した際に借入れた長期借入金の償還金に対する補助をしました。 

 この事業は、社会福祉事業法及び中頓別町社会福祉法人の助成に関する条例に基づくも

のです。平成 29年度までの償還で、平成 20年度は元金 6,170 千円、利息 1,358 千円の償

還となっております。 

 

老人ホーム入所事業        決算額 ８，３８６万円（８，９３８万円） 

 町内外の養護老人ホームに入所している方の入所費用を支出しています。入所者本人と

扶養義務者は所得に応じた費用負担があります。 

 平成 21 年 3月 31 日現在の養護老人ホーム長寿園の入所者は 55名でその内 39名が中頓

別町での措置者となっております。 

  特別養護老人ホームの入所者は 57 名で中頓別町の介護保険で措置されている入所者は

35名となっております。 

 

高齢者事業団運営補助事業          決算額 ６０万円（６０万円） 

 高齢者の能力や経験を生かし、希望する仕事を通じて生きがいの充実や社会参加が図ら

れるよう高齢者事業団が組織され、高齢者事業団の運営に係る高齢者事業団訪問開拓員活

動事業に対し助成をしました。 

 

〈障害者福祉費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

障害者施設訓練等支援事業     決算額 ５，５９３万円（６，３９９万円） 

 障害者施設に入所している方の入所費用及び障害福祉サービス費・障害介護特別対策費

等を支出しています。 

  4 月 1日現在の入所者数は、 

    知的障害者施設入所者数   町内施設 9名、  町外施設（4施設）  6名 

    一体型共同生活事業所    町内施設 2名   町外施設（1施設）  1名 

    身体障害者施設入所者数             町外施設（2施設）  2名 

    短期入所利用者数                町外施設       1 名 

    児童デイサービス利用者数            町外施設      2 名 

 

日中一時支援事業                 決算額 １万円（３万円） 

 障害者自立支援法に基づき、在宅の障害者（児）の家族への支援を目的として町が委託

した指定事業所で障害者（児）が過ごす事が出来るよう支援しております。 

 平成 20年度では、1名で 4日間利用しております。 
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身体障害者補装具給付事業           決算額 ２６万円（７６万円） 

 身体に障害がある方の日常生活の向上のために、失われた身体機能を補う用具の交付や

修理に対して給付します。 

 平成 20年度では、補聴器 2件、盲人用安全杖 1件、杖ゴムチップ１件、車椅子１件、車

椅子修理１件を給付しております。 

 

自立支援医療（更正医療）給付事業      決算額 ４１万円（１０４万円） 

 体に障害がある方の障害を取り除いたり軽減したりすることで、日常生活が容易になる

よう行われる医学的処置、薬剤、治療、材料などの給付を行う医療費の一部を助成しまし

た。   

人工透析を受けている方などに給付されます。 

 

〈重度心身障害者特別対策費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

重度心身障害者日常生活用具給付事業     決算額 ９０万円（１７５万円） 

在宅の重度身体障害者に対して、浴槽や特殊寝台など日常生活用具の給付や貸し出しを

します。 

平成 20 年度では、ストマ用装具 10 件、装具 1 件、ネプライザ 1 件、入浴補助用具 1 件、

移動移乗支援用具 1件を給付しております。 

 

重度心身障害者医療給付事業        決算額 ９２５万円（９３６万円） 

 心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸、免疫の機能障害である１級から３級の障害に

該当している方などの医療費の一部を助成しました。 

 平成 20年 3月末現在身体障害者認定者数 １級 24人、2級 28人、3級 26人となってい

ます。 

 

〈地域福祉対策事業費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

福祉電話設置事業                 決算額 ２万円（１万円） 

 一人暮らしのお年寄り（６５歳以上）及び重度障害者（１～２級）の方で、電話を設置

していない世帯に対し、電話機の設置や基本料金の助成をしています。なお、事業は廃止

となっており、既得権で１名に助成しています。 

 

福祉ハイヤー助成事業           決算額 １９４万円（２６０万円） 

 重度肢体不自由者等、70歳以上の高齢者（一部制限があります）の通院などが容易にな

るように、タクシーチケット（1 枚 500 円）を支給しています。交付枚数は、重度肢体不

自由者等には年間 48 枚、高齢者には年間 24 枚で、公共交通機関のない地区に居住してい

る方には 48枚交付しています。 
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 自家用車を所有している方の配偶者（70歳以上）にも年間 12枚交付しています。 

 年度途中での交付該当者は、年間交付枚数を月割で交付しています。 

 平成 20年度では、5,338 枚発行し、3,910 枚（73.2％）利用されています。 

 

緊急通報システム事業           決算額 １２４万円（１４３万円） 

 在宅の一人暮しのお年寄りや身体障害者の日常生活の安全確保と精神的な不安を解消す

るため、急病・事故等の緊急事態において迅速な救援活動ができるように家庭用緊急通報

機器を貸与しました。  

平成 20年度末緊急通報システム委託台数  安全センター  25 戸 

                       健康づくり財団 10 戸 

 

〈児童措置費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

児童手当支給事業           決算額 １，０１９万円（９９０万円） 

 小学校修了前までの児童を養育する方に、手当を支給しています。 

 平成 19年度より３歳未満の児童手当が一律１万円になりました。 

 平成 20年度 児童手当給付人数     被用者   198 人  非被用者  67 人 

        特例給付人数             8 人 

        小学校修了前特例給付人数 被用者 1,053 人  非被用者 248 人 

 

〈ひとり親家庭等医療給付費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

ひとり親家庭等医療給付事業         決算額 ２９万円（１０８万円） 

 ひとり親家庭等の健康の保持を図るため、医療費の一部を助成しました。 

 

〈次世代育成支援対策費〉 

（担当：認定こども園） 

保育所地域活動事業              決算額 ５１万円（５１万円） 

中頓別町認定こども園では未来を担う子ども達の為に、地域に開かれた認定こども園と

して、積極的に老人福祉施設等世代間交流事業を取り入れ、施設との交流を深めながら老

人を敬ったり尊んだりする豊かな人間性を目指し、年７回老人福祉施設との交流を進めて

きました。 

また、町内の子ども達の健やかな成長ぶりを見守ったり、中頓別町認定こども園園児が

普段接することの少ない小学生・中学生・町内在住の高校生との交流を持つことによって、

社会性・協調性を養うために、認定こども園が地域の子ども達の交流の場となり、年 10

回以上の異年齢交流事業を行いました。 

  報償費   １５万円 

  需用費   ３６万円 
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事 業 名 交流区分 内    容 参加人数 

世 花壇作り ２８名 

世/異 運動会 １９０名 

世/異 クリスマス会 １５０名 

世 遊戯発表会慰問 感染症予防の為中止

世 茶話会慰問 感染症予防の為中止

異 畑作り ４１名 

世/異 しめなわ作り ４２名 

異 クリスマスカード作り ６１名 

世/異 ふれあい盆祭り大会 ２０３名 

異 家族・親子体操 ４２名 

異 夏休み体験学習会 ６名 

異 観劇会 ７７名 

保育所地域活動事業

（世代間交流） 

（異年齢児交流） 

異 放課後交流 ８８名 

 

〈乳幼児医療費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

乳幼児医療給付事業            決算額 １２０万円（２００万円） 

 乳幼児医療費の一部をその保護者に助成することにより、疾病の早期診断と早期治療を

促進し、乳幼児の保健の向上と福祉の増進を図るため、医療費の一部を 172 人に助成しま

した。 

   １．対象者   入院、通院とも就学前まで 

           （６歳に達する日以後の最初の３月３１日までの方） 

   ２．自己負担  １割負担 

           月額上限 入院 ４４，４００円 

                通院 １２，０００円 

           ３歳未満児及び市町村民税非課税世帯は初診時一部負担金のみ。 

 

〈こどもセンター費〉 

（担当：こどもセンター） 

放課後こどもプラン推進事業          決算額 １４万円（１０万円） 

 労働等により保護者が昼間家庭にいない小学生を対象とし、適切な遊びや生活の場を与

えて指導し、児童の健全育成を図ることを目的とし進めてきました。 

  誕生会 

  クリスマス会 

  遠足 
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  父母会活動 

 

〈地域子育てセンター費〉 

（担当：こどもセンター） 

地域子育て支援事業            決算額 ２９．６万円（３７万円） 

子育て中の家庭への支援を目的とし、遊びの提供や各種講演、講座、広報誌等を通し、

子育ての情報提供や相談事業を進めてきました。 

  講演会（年１回） 

  講 座（年３回）      

  遊びの広場（月３～７回） 

  子育てサロン（月１回） 

  文庫開放（随時） 

  子育て情報の提供（随時） 

子育て相談事業（随時） 

 

衛生費                          

〈予防費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

精神保健事業                   決算額 １万円（１万円） 

 南宗谷３町と連携を図り、回復者クラブなどを行い在宅での生活の援助を行いました。 

 

感染症の予防事業                決算額 ７万円（１６万円） 

 結核予防法の改正により、結核検診の対象者が 65歳以上になり、検診の場所や日程を短

縮したため受診者が減少しました。 

乳幼児の BCG 接種は対象者全員の接種を終了しました。 

エキノコックス症検診は、小学校 6年生・中学校 3年生・高校 3年生を対象に各学校で

行ない、また、一般住民対象では巡回ドックと併せて行いました。 

事業名 実施日 受診者数 

結核検診 5月 18日・9月 10日   ９人 

ＢＣＧ 5月 15日・8月 14日・11月 6日・2月 26日 １０人 

エキノコックス症検診 4月 15、16日・8月 25、26日・10月 30日 ９０人 

 

特定疾患交通費等事業               決算額 ３万円（５万円） 

特定疾患で通院されている方 5 件に対しての交通費の助成（非課税世帯のみ対象）を行

いました。 

また、在宅での生活を支えるために、南宗谷の関係者・保健所などで南宗谷難病医療シ

ステム立ち上げ専門医による医療体制（神経内科外来・リウマチ外来）が整い、受診者数
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も増加してきています。 

 

〈老人保健費〉〈健康づくり事業費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

成人保健事業               決算額 ５０５万円（６４４万円） 

 健診事業                決算額 ２９８万円（４５１万円） 

 平成 20年度から特定健診・特定保健指導を実施しました。各健診の結果から、住民が生

活習慣病の予防や改善のための取り組みが出来るように集団又は個別（健康相談・家庭訪

問）の支援を行いました。 

今後も健診がより効果的に行えるように、健診体制を充実していきます。 

事  業  名 実 施 日 実施回数 受診者数 

胃がん検診 ５回（６日間） １９８人

肺がん検診 ５回（６日間） ２０９人

大腸がん検診 

4月 15、16日 

5 月 18日・9月 10・30日 

2月 17日 ５回（６日間） ２０４人

子宮がん検診 2月 22日 1 回（1日間） ７２人

乳がん検診 8月 5日・2月 25日 ２回（２日間） １０５人

マンモグラフィー 8月 5日・2月 25日 ２回（２日間） 再 １０５人

前立腺がん検診 4 月 15,16 日・5 月 18 日・9 月

10日 

３回（４日間） ２４人

喉頭がん検診 7月 28日 １回（１日間） ２３人

骨粗鬆症検診 4月 14、16日 １回（２日間） ６９人

脳ドック 7月 3,5 日 １回（３日間） ９１人

肝炎検査 各健診の同日実施 ５回（６日間） １５人

 

健康教育・健康相談            決算額 １５５万円（１３２万円） 

 各地区などの健康相談や健康教育を実施し、より健康な生活が継続できるように支援を

行いました。また、継続している事業は定着し、内容も充実し参加者も増加してきていま

す。保健センターの利用者数だけでも年間 6，000 人を超えています。 

健康づくり事業団の援助を受けて、すこやかロード認定事業（2年間）、生活習慣病予防

チャレンジ講座（1年間）を実施、多くの参加者がありました。 

「健康なかとんべつ 21」の実践の場を大事にして、ひとりひとりの「わたしが出来るこ

と」「みんなで出来ること」を応援しています。 

18 年度から介護予防事業（地域支援事業）と併せて健康教育を行っています。 

事  業  名 実 施 日 実施回数 参 加 者 

リハビリ教室 毎週２回（火・金） ８８回 延べ １，１７５人

いきいき健康教室 冬期間各地区巡回 １２回 延べ    ８１人

はつらつ広場 月１回 １１回 延べ    ６０人
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誰でもできる簡単エアロビクス 毎週２回（火・金） ８８回 延べ   ７８０人

アクアビクス ７月～８月（月・木） １１回 延べ    ４１人

さくらんぼの会 ほぼ２か月に１回  ５回 延べ    １７人

食生活クラブ  １０回 延べ   １１０人

第３４回健康づくり講座 ２月１３日  １回    ２７９人

寝たきり知らずの健康講座 ３月８日、３月１７日  ２回 延べ    ４０人

たいそう元気会 毎週１回（水）  ８回 延べ   ８６３人

すこやかロード普及事業 

（森林ウォーキング・講演会） 

  ７回 延べ（再）２２５人

      １８人

森林浴事業 ５月～１０月  ６回 延べ   ２２１人

生活習慣病予防チャレンジ講座 ７月～１０月  ３回 延べ    ８１人

その他の健康教育 随時 ４２回 延べ   ６６９人

健康相談 各地区・職場等 ４５６回 延べ １，２１５人

健康カレンダーの配布 ４月全戸配布   

献血推進事業 7月 4日・11月 5日 

3月 11日 

３回 延べ   １４８人

 

歯科保健事業                 決算額 ５２万円（６１万円） 

 80 歳で 20本、自分の歯を持つことで、さらに豊かな生活ができると言われています。 

 8020 さわやか健診を継続してきたなかで、60歳代の虫歯の減少や一人あたりの平均現在

歯数が顕著に増加してきていることがわかりました。 

 幼児・学童・生徒にブラッシング指導を行い、虫歯予防・歯周病予防ができるように支

援しました。子供たちの歯は永久歯の虫歯の本数、虫歯になった人の割合も大きく減少し

てきています。 

 歯科保健推進会議では、関係者で学習会を行うなど、関係機関との連携がとれています。 

事業名 実施回数 受診者数 

８０２０さわやか健診 ７回  ９７人

ブラッシング指導 ５回 ２６４人

 

〈母子衛生費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

母子保健事業               決算額 １５７万円（１８８万円） 

 子どもを安心して生み、育てる事ができるように支援し、乳幼児の健やかな成長と安心

して子育てができるように援助しました。 

健診等                   決算額 ９６万円（１１９万円） 

乳児健診・1、6 歳児健診・3 歳児健診などではほぼ全員が受診し育児に対する援助がで

きました。必要時、精密検査票を発行し医療機関の受診等を勧奨しました。 

 - 24 -



 歯科検診・フッ素塗布では、学童も受診できる体制となっています。受診する児童も除々

に増えてきています。 

事  業  名 実施回数 受診者数 

妊婦健康診査助成     随時   ９人

乳児健診         ４回 延べ  ３９人

１歳６ヶ月健診      ４回              ７人

３歳児健診        ４回 １２人

歯科検診・フッ素塗布  ３回 延べ  ９６人

 

健康教育・健康相談                決算額 ３万円（５万円） 

 幼い子どもを持つ母親の自主活動も活発に活動しています。また、子どもを通して母親

同士のつながりもできてきています。 

 出生数の減少に伴い参加者も減少傾向になってきています。 

事  業  名 実施回数 参加者数 

乳児相談  ８回 延べ  ２２人

にこにこクッキング  ３回 １人

離乳食教室    ４回 １０人

ひよっこクラブ   ２２回 延べ １５８人

巡回児童相談  ３回  延べ   ５人

 

予防接種                   決算額 ５８万円（６４万円） 

 予防接種法に基づきそれぞれの予防接種を個別に案内して受診を勧奨しました。 

 対象者については、ほぼ終了しています。予防接種の会場は町国保病院で行っています。 

 インフルエンザ予防接種は、国保病院に委託して実施しました。 

  平成 18年度から予防接種法の改正により、麻しん風しん混合予防接種が 1期（1歳児）、

2期（就学時）3期（中学 1年生）4期（高校 3年生）と 4回接種になり、対象者に接種を

行ないました。 

事  業  名 実施日 接種者数 

ポリオ 4月 17日・10月 9日 延べ  １８人

ＢＣＧ  5月 15日・8月 14日・11月 6日・2月 26日 １０人

３種混合 6 月 12 日・7月 10 日・8月 7日・12 月 18 日・1月 15

日・2月 12日 

延べ  ３８人

２種混合 5月 8日 ２１人

１期 9月 18日 ３２人

２期 10月 22日 ２２人 

３期 4月 22日 １８人 

麻しん 

風しん 

４期 5月 23日、8月 7・14日、10月 6日 １５人 
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インフルエンザ６５才以上 １１月～１２月 ４０７人

 

〈環境衛生費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

ごみ処理事業           決算額 ９，９９７万円（９，５８２万円） 

 一般廃棄物は、平成 7 年に容器包装リサイクル法が制定され、リサイクルによるごみ発

生の抑制と、資源の再使用を推進しごみの減量化を図る、循環型社会への転換を目指して

取り組みを進めています。   

 町内のごみ収集と埋立処分場の管理は、（有）中頓別振興公社に全面的に委託しておりま

す。 

 ごみ収集は、「燃やせるごみ」「燃やせないごみ」「リサイクルごみ」「粗大ごみ」の 4 種

類に分別収集し､燃やせるごみは南宗谷衛生施設組合へ搬入し焼却処理、燃やせないごみ及

び粗大ゴミは、埋立処理施設において破砕処理し埋立をしています。 

 リサイクルごみは、埋立処理施設に併設しているストックヤードにて分別保管し、資源

として再利用されております。 

 また、平成 14 年からは、南宗谷衛生施設組合による汚泥再生処理センターが新設され、

生ごみ分別収集の開始と、燃やせるごみ、し尿、下水道汚泥、浄化槽汚泥を併せて処理を

し、堆肥として再資源化をしております。 

 平成 16年 4月から、家電リサイクル品は廃パソコンを加え 6品目となり、家電メーカー

の処理工場に運ばれ再資源化されています。 

・ 南宗谷衛生施設組合負担金            ６，５３２万円 

・ ごみ処理事業（収集・埋立処分場管理等）委託料  ３，０８５万円 

 

〈診療所費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

歯科診療所施設整備事業          決算額 ４１６万円（３６０万円） 

歯科診療所の施設整備を行い、充実した地域の歯科保健、歯科診療ができるように援助

しました。 

  施設整備が老朽化しているため、外壁張り替え工事等を行いました。 

 

〈地域保健対策費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

地区組織活動                 決算額 １５万円（１６万円） 

 各地区から選ばれた保健推進員とともに健康づくりに取り組みました。 

健康づくり講座・各地区健康相談などの活動も定着してきています。 

 保健推進員研修会に参加して、研修を行いました。 

推進員だより「すこやかさん」は第 5号まで発行しました。 
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事業名 実施回数 参加者数 

保健推進員研修・会議等 ３回 延べ  ３４人

 

農林水産業費                       

〈農業委員会費〉〈農業者年金費〉 

（担当：農業委員会事務局） 

農業後継者パートナー対策事業         決算額 １０万円（２０万円） 

  将来の中頓別町の農業を担う青年女性が主体的に実施するパートナー対策事業に対して、

その経費の一部の補助を行いました。 

 

農地基本台帳の整備                決算額 ８万円（８万円） 

  農業者の家族構成や農地等の利用調整、農業委員選挙人名簿の審査など農業委員会業務

全般の基本となる台帳を整備しました。 

 

農業者年金業務                決算額 ４８万円（３８万円） 

  農業者の老後生活の安定を図るため、農業者年金への加入促進、受給者への支給手続き

等の業務を行いました。 

 

〈農業振興費〉 

（担当：産業建設課産業グループ） 

認定農業者への支援              決算額 ９５万円（９５万円） 

本町農業の中核的な担い手として、経営規模の拡大や集約化、複合化などによって、魅

力ある経営実践を目指す意欲ある農業者を「認定農業者」として町長が認定し、各種の支

援を行いました。 

・農業経営基盤強化資金利子助成事業         １５戸～９５万円 

      

中山間地域等直接支払制度交付金交付事業   

決算額 ３，１１９万円（３，１１８万円） 

  中山間地域等では、高齢化が進行する中で平地に比べ自然的・経済的・社会的条件が不

利な地域であることから、担い手の減少、耕作放棄地の増加等により、多面的機能が低下

し、国民全体にとって大きな経済的損失が生じることが懸念されています。 

  このような状況を踏まえ、食料・農業・農村基本法において「国は、中山間地域等にお

いては、適切な農業生産活動が継続的に行われるよう農業の生産条件に関する不利を補正

するための支援を行うこと等により、多面的機能の確保を特に図るための施策を講ずる」

こととされ、農業者が現在耕作している農地の面積に応じて、国費・道費・町費により交

付金を交付しました。 
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農業用施設維持補修事業            決算額 １４万円（１８万円） 

農業用施設の維持補修により機能回復を図り、農業の経営の維持と安定を図るため、次

の事業を実施しました。 

・事 業 費  １４万円 

・事業内容  農業用施設の維持補修。 

・施工場所  南天北国営草地（神崎牧場） 

 

中頓別町農業体験交流施設（食彩工房「もうもう」、体験農園「オガル」） 

管理運営費                決算額 ６４５万円（６４５万円） 

  中頓別町農業体験交流施設の施設管理運営費は次のとおりです。 

 ○中頓別町農業体験交流施設の管理の代行のための指定管理料 ６４５万円 

 ・管 理 施 設  農産物加工研究施設（食彩工房「もうもう」） 

         農業体験施設（体験農園「オガル」） 

 ・業務の範囲  施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理に

関する業務 

 ・指定管理者  中頓別町食菜加工研究会 

・指 定 期 間  平成１９年４月１日～平成２１年３月３１日 ２年間 

 

農業者燃料高騰対策補助事業              決算額 ２００万円 

平成２０年度において原油の高騰により、農業資材等が値上がりし、酪農経営に大きな

負担となっていることから、燃料等の高騰に対する負担軽減を図るための対策として助成

を行いました。 

 

〈畜産業費〉 

（担当：産業建設課産業グループ） 

各種制度資金利子補給事業           決算額 ２８万円（２８万円） 

酪農経営において累増した負債により、経営悪化が余儀なくされている農家に対して積

極的に農業経営の改善を図ろうとする者が、必要とする資金の借り入れに対し生ずる利子

の一部を負担軽減措置として利子補給を行いました。 

・大家畜経営体質強化資金利子補給事業   １９万円 

・大家畜経営活性化資金利子補給事業     ６万円 

・大家畜経営改善支援資金利子補給事業    ３万円 

 

中頓別町酪農ヘルパー利用組合運営事業   決算額 ２００万円（２８５万円） 

酪農家の家族の休養・研修・旅行等に完全な休日を取り、経営の安定と生活の向上に資

するための事業に対し組合運営費の一部を補助しました。  
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中頓別町営牧場運営事業          決算額 ４７７万円（７４８万円） 

乳用牛の育成部門における飼養労働力の軽減と適期受胎による生産性の向上を図るため

適正な運営を行いました。 

町営（神崎）牧場運営業務委託事業 

 今年度は入牧頭数の減少に伴い弥生牧場は、休止としました。 

・利用期間 ５月２８日から１０月２３日（１４８日） 

・利用頭数 １６３頭 

・受胎成績 ８３．９％ 

 

乳牛共進会関連事業              決算額 １２万円（１２万円） 

  町内で飼養されている乳用牛（ホルスタイン）の精鋭を一堂に会し、道北ホルスタイン

共進会の予選会を行うとともに、農業者相互の親睦を図り、消費者との交流を深め、本町

の基幹産業である酪農業への理解を深めることを目的に開催される、中頓別町乳牛共進会

の開催経費の一部を負担しました。 

  中頓別町乳牛共進会で選抜された乳用牛が、中頓別町の代表として道北ホルスタイン共

進会へ出品され、審査の結果上位入賞を果たしたことから、宗谷管内の代表として北海道

ホルスタインナショナルショーへ出品されることとなり、道北ホルスタイン共進会・北海

道ホルスタインナショナルショーへ出場するための経費の一部を負担しました。 

  ・中頓別町乳牛共進会開催負担金         ５万円 

   開催日 ８月 ８日 ６戸 ２３頭出陣 

  ・道北ホルスタイン共進会出場負担金       ５万円 

   開催日 ８月３１日 ５戸  ８頭出陣 

  ・北海道ホルスタインナショナルショー出場負担金 ２万円 

   開催日 ９月２７日 １戸  １頭出陣 

 

地域交流事業（酪農祭開催事業）        決算額 １８万円（１８万円） 

基幹産業である酪農を通し、地域住民と交流を図り、畜産・酪農に対する理解を求め、

地域農業の発展を全町民が共同の力で築くための事業であり、これに対し開催経費の一部

を負担しました。 
 

中頓別町乳牛検定組合運営事業         決算額 ４５万円（４５万円） 

乳牛の資質向上と経営の合理化を推進するため乳牛群の能力検定を実施し、生産性の向

上等酪農経営の体質強化を図ることを目的として活動している団体の運営費の一部を補助

しました。 

 

畜産担い手育成総合整備事業    決算額 １，７２６万円（１，７８３万円） 

酪農・畜産業の経営の安定化を図るため、良質な粗飼料の確保と生産性の向上、生産コ

ストの低減を目的とした草地の造成や整備改良及び施設等整備を行いました。 
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事業期間 平成２０年度～平成２３年度 

総事業費 ３億１，０００万円 

補助率 国５０％、参加者５０％（一部道補助金の対象） 

区分 工種 
総事業量 総事業費

（万円）

H20 事業量 H20 事業費 

（万円） 
備考

草 地 造 成 4.7ha 336.1 0.50ha 39.1  

草 地 整 備 改 良 267.6ha 13,288.6 57.98ha 3,365.9  

基本施設 

用 排 水 整 備 9.6ha 1,080.6    

家 畜 保 護 施 設 2棟 15,727.2    畜産総合施設 

飼料調整貯蔵施設 1基 567.5    

合計  31,000.0  3,405  

 

〈有害鳥獣駆除対策費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

有害鳥獣対策事業               決算額 ６５万円（６６万円） 

近年、エゾシカ頭数の増加やヒグマの出没が人里近くまで寄っていることから、農業被

害、生活環境への被害が懸念されています。また、キツネやカラスによる衛生面から生活

空間への被害に加えて、アライグマ等の外来生物も近隣町村では確認されており、在来種

の生態系破壊や感染症による人畜被害が懸念されます。 

このような被害防止のための捕獲業務・運搬料および処理費です。 

   □有害鳥獣捕獲業務委託料   33 万円 

   □ヒグマ捕獲         7 万円 

   □エゾシカ捕獲（個体調整）  20 万円 

   □エゾシカ捕獲（運搬処理）  5万円 

 

〈林業振興費〉 

（担当：産業建設課産業グループ） 

森林保護事業                 決算額 １９万円（１８万円） 

町有林の保護及び育成を目的として、幼齢林の野ねずみによる被害の未然防止のため植

栽後９年間、野ねずみ駆除剤（リンカＳ１）をヘリコプターにより空中散布しました。そ

れに先立ち野ねずみの生態調査（６月、８月、１０月）を実施しました。 

 ○鳥獣害防止施設等整備事業 

  ・事業費 １９万円（補助金 １３万円） 

 

町有林造林事業         決算額 １，７１４万円（約１，７４６万円） 

森林の有する多面的な機能の持続的な発揮を図ることを目的とし、町有林の育成のため

に各種事業（下刈、除・間伐）を実施しました。 
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  人工造林（10.55ha）未立木地・伐採跡地の解消を図るため造林を行いました。 

下刈（76.05ha）  植栽後９年間人工林の健全な成長の促進を目的として、雑草木（笹

・草等）の除去を行いました。 

  除間伐（12.80ha） 人工林の健全な成長の促進を目的として、適時に支障木・不良木除

去及びつる切りを行いました。 

  特定間伐（10.48ha）人工林の健全な成長の促進を目的に間伐を行い、材の搬出を行いま

した。 

 

 ○森林環境保全整備事業 

  ・事業費  １，４３１万円（補助金 １，００２万円） 

  ・事業内容 

    兵安地区（除間伐）   １２．８０ha 

    藤井・豊泉地区（下刈） ３７．７４ha 

    寿地区（下刈）      ６．００ha 

    弥生地区（下刈）    １０．８７ha 

    岩手地区（下刈）    ２１．４４ha 

    神崎地区（造林）     ３．６０ha 

    岩手地区（造林）     ３．６５ha 

    中頓別地区（特定間伐） １０．４８ha 

 

 

 ○絆の森整備事業 

  ・事業費  ２８４万円（補助金 ２１２万円） 

  ・事業内容 

    鍾乳洞地区（造林）    ３．３０ha 

 

民有林公費造林事業            決算額 ５４万円（約１０２万円） 

 森林資源の充実、森林の有する公益的機能の回復及び向上を目的に森林所有者が実施

した造林事業（下刈）に対し、造林事業補助事業の査定経費の５％分を町が単独補助する

もので、下刈実施者２１件１４７．０３haに補助しました。 

 

２１世紀北の森づくり推進事業      決算額 ３５１万円（約５７５万円） 

    森林機能の活性化を図るとともに、森林資源の充実、森林の有する公益的機能の高度

発揮を目的に、森林所有者が実施した造林事業に対し補助するもので、造林実施者８件

２１．２５haに補助しました。 

   ・事業費  ３５１万円（補助金 ２１６万円） 
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森林整備地域活動支援交付金        決算額 ６７４万円（７００万円） 

   近年、林業採算性の悪化による林業生産活動の停滞や、森林所有者の高齢化、不在村

化等を背景として、適時適切な森林施業の実施に不可欠な森林の現況の把握、歩道の整

備等の活動が十分に行われなくなっています。この結果、間伐等の森林施業が十分に行

われない人工林が発生するなど、このままでは国土の保全、水源のかん養、地球温暖化

の防止等の森林の有する多面的機能の発揮に支障をきたすおそれがあります。 

   このような状況を踏まえ、森林の有する多面的機能が十分に発揮されるよう適切な森

林整備の推進を図る観点から、森林所有者等による計画的かつ一体的な森林施業の実施

に不可欠な森林現況の調査その他の地域における活動（地域活動）に対して、国費、道

費、町費により交付金を交付しました。 

   ・事業費  ６７４万円（補助金 ５０５万円） 

 

地域森林管理市町村推進事業          決算額 ２５万円（２５万円） 

   森林の適切な整備を通じた森林の有する多面的機能の発揮を図る観点から、森林整備

のための地域における取組みを推進するための措置として、森林所有者に森林整備地域

活動支援交付金を交付するための制度普及や交付審査等に対して使用しました。 

   ・事業費  ２５万円（補助金 １２万円） 

 

森林作業員長期就労促進事業（負担金）     決算額 １５万円（２０万円） 

 森林労働者の就労の長期化、安定化を促進し、林業労働力の確保に資するため、森林作

業員、事業主、町及び道が一定の掛け金を負担し、就業日数が１２０日以上ある森林作業

員に奨励金を支給するもので、５名分負担しました。 

作業路維持補修費               決算額 １１万円（１８万円） 

   中頓別町で管理している作業路の維持補修を行いました。 

 

〈林道費〉 

（担当：産業建設課産業グループ） 

１．森林管理道開設事業 

森林管理道の開設により、森林所有者等による計画的な森林整備や作業の機械化を図

り、木材等森林資源の循環的な利用及び林業経営の安定化を促進します。また、森林の

有する多面的な機能である水土保全機能の強化や緑豊かな森林空間の利用の促進を目指

します。 

 

 （１）森林管理道開設事業   決算額 ３，８２７万円（約３，８５０万円） 

○森林管理道弥生線開設事業 

（事業期間  平成１８年度～平成２７年度） 

・事 業 費  約 3,827 万円（国補助金 1,913 万円、道補助金 38万円） 

・事業内容  開設工事 Ｌ＝９２ｍ Ｗ＝４．０ｍ 
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・施工場所  旭台～中頓別鍾乳洞北側の町有林内。 

～事業内容詳細～ 

  本事業は鍾乳洞自然ふれあい公園整備構想に基づく旭台・弥生地区の町有林整備

のための森林管理道開設事業です。今年度は、昨年の終点より尻無川を横断した所

まで開設しました。 

  

（２）道代行森林管理道開設事業 

決算額 ６，７７６万円（約６，９９４万円） 

○森林管理道菊水線敏音知工区開設事業（平成１９年度０国債） 

（事業期間  平成２年度～平成２３年度予定） 

・事 業 費  6,776 万円（国負担分 3,388 万円、道負担分 3,388 万円） 

・事業内容  開設工事 Ｌ＝４０６ｍ  Ｗ＝５．０ｍ 

・施工場所  敏音知～王子製紙株式会社所有の山林の奥。 

 

２．林道維持補修事業             決算額 ４８万円（６３万円） 

   中頓別町で管理している林道施設の維持補修を行いました。 

  ○林道維持補修工事 

    ・工 事 費  ４８万円 

 

 

 

 

商工費                         

〈商工総務費〉 

 （担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

中頓別町商工会事業補助          決算額 ５７０万円（５７０万円） 

   商工業の振興と地域経済基盤の安定をはかることを目的に、その指導的役割を担う中頓

別町商工会に対して、経営改善普及事業と地域振興事業等の経費の一部を助成しました。 

  ・経営改善普及事業職員設置費等  ５７０万円 

 

中頓別町中小企業振興資金融資事業            決算額 ９万円（９万円） 

町内中小企業の育成振興、経営の合理化を促進するため、金融機関に運用資金を預け中

小企業者に対し、有利な融資を行っています。融資額は一企業に運転資金、設備資金に対

し７００万円以内、木材工業関係は、３，０００万円以内で、７件、２，９２０万円の融

資を行いました。設備資金の特例として金融機関からの貸付利率に４分の３を乗じて得た

利率で計算した額、２件、９万円を利子補給しました。 
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〈観光費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

中頓別町山村交流施設管理運営費  決算額 １，１６１万円（ １，１６７万円） 

 中頓別町山村交流施設（ピンネシリビレッジファームパーク）の施設管理運営費です。 

○中頓別町山村交流施設の管理の代行のための指定管理料    １，１６１万円 

 ・管 理 施 設－ピンネシリビレッジファームパーク〔交流プラザ（道の駅「ピンネシ

リ」）、オートキャンプ場、ふるさと生活体験館、コテージ〕、砂金掘体

験場 

 ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 

 ・指 定 期 間－平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 ３年間 

 

中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園管理運営費  決算額 ３６９万円（３６８万円） 

   中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の施設管理運営費です。 

  ○中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の管理の代行のための指定管理料  ３６９万円 

   ・管 理 施 設－管理棟、駐車場、指定区域内、外整備施設等 

   ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 

   ・指 定 期 間－平成１９年４月１日～平成２１年３月３１日 ２年間 

 

ピンネシリ温泉管理運営費     決算額 １，２４９万円（１，２４８万円） 

   ピンネシリ温泉（ホテル「望岳荘」）の施設運営費です。 

  ○中頓別町ピンネシリ温泉の管理の代行のための指定管理料    １，０００万円 

   ・管 理 施 設－温泉（入浴）施設、宿泊施設 

   ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 

   ・指 定 期 間－平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 ３年間 

  ○施設設備、修繕料等                      ２４９万円 

 

観光協会事業補助                       決算額 ５３５万円(５３５万円）  

 観光宣伝、観光イベント、観光客の誘致等幅広い活動を進めている観光協会の事業に対

し助成し、町の観光産業の振興に努めました。 

○人件費、鍾乳洞まつり、ピンネシリ岳山開き、ピンネシリ岳登山道草刈、観光宣伝事

業費等 

 

観光イベントの振興              決算額 ９２万円（９２万円） 

 町民と観光客に楽しんでもらう各種イベントに助成しました。 

  ・北緯４５度夏まつり               ２０万円 
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  ・北緯４５度度しばれまつり            ７２万円 

イベント名 行事日程 入込客数

鍾乳洞まつり ６月 １日（日） 2,500 人

敏音知岳山開き ６月１５日（日） 620 人

ライダーハウス開村 ７月 １日（火）～ ９月３０日（火） 162 人

第２９回北緯４５度夏まつり ８月 ３日（日） 2,500 人

第２１回砂金まつり ８月１５日（金） 100 人

第２６回北緯４５度しばれまつり １月３１日（土） 1,000 人

 

ライダーハウス開設事業          決算額 ３．５万円（３．５万円） 

中頓別町の観光ＰＲやイベントの参加、町民とのふれあいの場を持つことによる地域の

活性化を目指すため、ライダー等の無料宿泊所を開設しました。 

 

土木費                          

〈道路維持費〉 

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

道路台帳整備業務               決算額 ８４万円（９０万円） 

  道路台帳は、町道を管理するために必要な道路の現況や用地を確認するため、また、道

路の維持管理に要する費用として交付税措置がなされるため、図面及び調書を整備するた

めに必要な台帳整備です。 

・ 毎年、道路工事などで変更が生じた分を修正しました。 

 

除雪・排雪業務          決算額 ２，６８８万円（３，１６８万円） 

冬期間の快適な生活環境づくりのために、町道や公設駐車場などの除雪・排雪業務を行

ないました。 

 

道路維持補修業務              決算額 ９９万円（１００万円） 

除雪で傷んだ町道の舗装補修などを行いました。 

 

道路維持補修用原材料費            決算額 ２５万円（７７万円） 

未舗装道路の補修に使用する砕石、ダスト、道路側溝トラフやコンクリート管などを購

入するためのものです。 

 

道路区画線補修業務              決算額 ４３万円（４５万円） 

 町道における歩行者及び交通車両の安全を確保するために、センターラインや外側線な

どを補修しました。 
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トイレ清掃委託業務              決算額 １８万円（１８万円） 

上駒駐車場のトイレ清掃を委託し、いつも清潔な状態を保ちます。 

 

笹の川コンクリート蓋設置工事         決算額 １０万円（１５万円） 

  笹の川の、笹の川２号橋（農業改良普及センター向かい）手前の明渠区間１１．５ｍに、

転落防止のため、町道４条通り線整備工事で不用となったＰＣ版を設置しました。 

 

ロータリー除雪車購入事業             決算額 ２，７０８万円 

  平成８年度に購入したロータリー除雪車が、長年の稼働によって更新が必要となり、同

タイプのロータリー除雪車（１３t＋７４kw）を購入しました。 

 

〈橋梁維持費〉 

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

橋梁維持費                   決算額 ０万円（１０万円） 

 執行はありませんでした。 

 

〈道路新設改良費〉 

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

町道の整備事業          １億５，０００万円（国費 ７，６００万円） 

本年度は、国庫補助事業・起債事業として継続分３路線を行いました。 

 

 ○継続事業 ３路線 

       道路改良舗装工事 

 

町道中頓別弥生線道路整備事業（改良・舗装） 

  改良工事：長さ=３５４ｍ 幅＝５．５ｍ 歩道３．５ｍ（片歩道） 

  舗装工事：長さ=３７０ｍ 幅＝５．５ｍ 歩道３．５ｍ（片歩道） 

  施工場所：旧弥生ゴミ捨て場付近から国道に向かったところ。 

 

町道１条通り線道路整備事業  

  改良・舗装工事：長さ＝１１９ｍ 幅＝５．５ｍ 歩道＝２．０ｍ（両歩道） 

   施工場所：郵便局さんから三浦さんまでの区間。 

        （全体計画は北砿石油(株)～除雪センターまでの約８３０ｍ） 

 

町道７丁目線道路整備事業 

  改良・舗装工事：長さ＝１５５ｍ 幅＝４．０ｍ 歩道＝２．５ｍ（片歩道） 

   施工場所：大法寺さんから森林組合さんまでの区間。 

        （１条通り線部分の３５ｍは不施工となります。） 
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〈河川総務費〉 

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

樋門・樋管管理委託業務            決算額 ４６万円（６８万円） 

河川の洪水・氾濫等によって災害が発生しないように、稚内土木現業所が管理している

２級河川の頓別川、兵知安川にある３０ヶ所の樋門・樋管の操作や管理を委託しました。 

 

〈住宅管理費〉 

（担当：産業建設課建設グループ） 

公営住宅などの管理費           決算額 ３５９万円（４１６万円） 

公営住宅小破損修繕料一式（畳・材料のほか火災保険料等含む）   

住宅の修繕・維持管理にかかる費用 

平成２０年４月１日現在の管理戸数  ３０６戸 

・公営住宅 ２８７戸 

 

〈住宅建設費〉 

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

持ち家住宅の建設促進             決算額 ０万円（２４０万円） 

住宅建設助成金の執行はありませんでした。 

 

消防費                                       

〈消防費〉 

 （担当：南宗谷消防組合中頓別支署） 

救急救命士病院実習              １６．６万円（２２．３万円） 

救急救命士（３名）が、救急救命処置に関する知識と技術の向上を目的に研修しました。 

 

消防学校初任教育派遣             ４５．１万円（４７．４万円） 

消防に関する基礎的知識と技術を習得するため派遣しました。 

 

消防学校救急標準課程             １８．０万円（１８．３万円） 

  救急隊員に必要な知識と技能を修得するため派遣しました。 

 

タンク車（天竜）の水槽及び配管修繕    １２０．８万円（１２５．７万円） 

  腐食した水槽と配管を修繕しました。 

 

消防車冬用タイヤ購入             １０．９万円（１５．６万円） 

  劣化したスタッドレスタイヤを更新しました。 
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消火用ホース購入                 ８．０万円（９．４万円） 

  劣化した消火用ホース２本（６５ｍｍ）を更新しました。 

 

全道火災予防運動                             

春と秋の火災予防運動を実施。 

 初日、最終日には職員による車輌パレードを実施しました。 

 また、秋の予防運動初日に幼児消防クラブ員による防火パレードを実施し、火災予防を

呼びかけました。 

  ・春季運動期間  ４月２０日～ ４月３０日 

  ・秋季運動期間 １０月１５日～１０月３１日 

 

救急の日（９月９日） 

毎年９月９日は「救急の日」です。これに伴い救急の日記念ゲートボール大会を防犯協

会と共催しました。 

また、応急処置の講習会も開催し、救急業務に対する町民みなさんのご協力とご理解を

お願いしました。 

 

１１９番の日（１１月９日） 

毎年１１月９日は「１１９番の日」です。災害発生時における消防への通報訓練を事業

所、商店、町民のみなさんにお願いして訓練を実施しました。又、町民の要請と期待に答

えるよう「出動、放水、救助訓練」を実施し万全を尽くしました。 

 

教育費                                       

〈事務局費〉 

（担当：教育委員会教育グループ） 

教育団体への助成             決算額 ３６０万円（４５３万円） 

 本町の教育の振興と発展のため学校関係団体、社会教育関係団体、に対し運営費の一部

を補助しました。 

  ・ 学校教育関係団体（６団体）      ３４３万円 

  ・ 社会教育関係団体（２団体）       １７万円 

 

〈住宅管理費〉 

教職員住宅の整備             決算額 ３３８万円（４０８万円） 

   平成１８年度から３年間で計画的に実施してきた水洗化工事が本年４戸をもって完了

しました。 

   また、住宅環境充実のため、予算の範囲で営繕に努めてきました。 

    ・水洗化工事実施戸数 ４戸（中小２、中中２） ３０３万円 
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    ・営繕費用                   ３５万円 

 

〈学校管理費〉 

特別支援教育支援員の配置           決算額 ６６万円（７４万円） 

 複数の障害種別に対応した教育を行うため、中頓別小学校の求めに応じ、特別支援員を

配置し、児童の適切な支援に努めました。 

 

学校管理備品の購入              決算額 ４３万円（４１万円） 

 中頓別小学校の管理備品として、耐用年数を経過したカーテン、児童用椅子を購入し、

校内環境整備に努めました。 

 

学校施設の清掃                決算額 １０万円（１０万円） 

 校内環境整備のため、中頓別小学校のカーペットのクリーニングを実施しました。 

 

学校評議員制度の充実               決算額 ０万円（８万円） 

学校が地域住民の信頼に応え、家庭や地域と連携協力して一体となった子どもの健や

かな成長を図っていくために、また、より一層地域に開かれた学校づくりの推進をするた

めに導入した学校評議員制度の活用・充実に努めました。当初予算計上しましたが、無償

でお願いしました。 

 

〈教育振興費〉 

総合的な学習の時間の取り組み         決算額 ２２万円（２８万円） 

 中頓別町の恵まれた自然と地域の伝統などを教材に地域の方々のご支援をいただきな

がら環境学習や郷土学習、多様な体験活動学習などができるよう支援しました。 

 小頓別小中学校では、閉校の年でもあり、「地域」を一つのテーマに設定し、環境や歴

史などの追究がなされ、そのまとめ、発表では地域の方々からも大きな賞賛の言葉をいた

だきました。 

 

教育備品の購入                決算額 ４５万円（４５万円） 

 児童・生徒に必要な資料活用能力を高めるため、学校図書の充実を図りました。 

 

就学援助等の事業               決算額 ９２万円（７６万円） 

 教育の機会均衡等を図るため、小・中学校に在学する児童生徒が就学援助を必要とする

場合には、その家庭に対し学用品や給食費などを援助しました。 

 

青少年研修交流事業              決算額 ８５万円（７１万円） 

 姉妹町「大崎上島町」との中学生同士による交流活動が、過疎に悩む両町の次代を担う

青少年が郷土を見つめなおし見聞を広げる機会となるため、研修・交流経費の一部を補助
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しました。 

 

〈社会教育総務費〉 

学習機会提供事業                        

 国際化、情報化の進展や学校週５日制、少子高齢化などにより住民の生活環境が大きく

変化する中、自己のライフステージにあわせ自ら積極的に取り組む意欲を啓発し、その学

習機会の提供に努めました。また、「中頓別町まちづくり・生涯学習推進計画」により地

域にあるものを活かしたまちづくりと生涯学習の推進を図りました。 

少年への学習機会提供事業              決算額 ５万円（９万円） 

・チャレンジクラブ・中頓別いいとこ探し隊の開催 カヌー体験、星空観察会、化石

レプリカづくり、餅つき体験、雪遊びの５事業を実施しました。 

・各種体験活動の開催 ふるさとの森自然体験、小頓別山村留学カヌー体験、釣り体

験、砂金掘り体験など様々な体験活動を実施しました。 

・ふるさと少年教室の開催 チャレンジクラブと合同で、餅つき体験、紙飛行機づく

りを実施しました。 

・町内こどもオセロ大会の開催 １１月１５日 ２５名参加 

・町内こどもカルタ大会の開催 １月１０日 ２４チーム、７２名参加 

 

青年、成人、女性への学習機会提供事業        決算額 ３万円（７万円） 

・成人式の開催                  １月５日    １３名 

・英会話教室の開催                 週３回     ９名 

・女性学級の開設（１地域） 上駒女性学級の活動 

 

高齢者への学習機会提供事業            決算額 ３万円（１２万円） 

・定例学習会の開催（高齢者教室 寿大学）        通年（７回） 

（教養講座、宗教講座、健康講座） 

・修学旅行の実施（１泊２日）層雲峡     １０月２０日～２１日 １０名  

・町外１日研修視察の実施 中川町           ６月３０日 ４９名 

・学校祭の実施                   １０月３１日 ７４名 

 

中頓別町まちづくり・生涯学習推進事業        決算額 ０万円（４万円） 

   ・学校支援地域本部事業と共催で実施しました。 

 

学校支援地域本部事業                 決算額 １２３万円 

学校支援地域本部は、学校を支援するため地域の方々をボランティア（生活職人）とし

て紹介・派遣する仕組みで、地域につくられた「学校の応援団」として、学校・家庭・地

域が一体となり、地域で子どもたちを育てるよう組織された団体です。この事業を今年か

ら 3年間実施され、今年度は以下の事業を実施しました。 
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・まなびネット「生活職人（地域ボランティア）」の設置 

 食の職人 ５件、自然体験の職人 １５件、文化スポーツの職人 ３２件 

・成果報告会（生涯学習推進フォーラム）の開催      ３月６日 ３７名 

 

芸術文化鑑賞事業               決算額 ８３万円（９０万円） 

児童生徒及び町民に優れたに芸術鑑賞機会の提供するとともに、文化祭等に於いて、町

内文化団体・サークルの育成と発表機会の充実を図りました。 

 ・児童生徒鑑賞事業の開催（スーパーアコーステックギター：谷本光コンサート）  

９月１８日 小中学生、一般の鑑賞    ２１０名 

 ・町民芸術鑑賞会の開催（白田路明・津軽三味線ライブ） １２月２６日  ５０名 

 ・町民文化祭の開催（作品展示、芸能発表、文化スポーツ表彰） 

                         １０月３１日～１１月２日 

 

文化財保護・活用事業               決算額 ０万円（３万円） 

 鍾乳洞周辺の環境整備も本年度で完了し、新たに森林浴を楽しめる散策路が４コー

ス増え、既存のすこやかロードと合わせると１０コースの散策路ができあがりました。

鍾乳洞の安全対策と有効活用を観光担当と連携して実施し、保全保護に努めました。 

 

外国青年招致事業（英語指導助手）     決算額 ３６０万円（３６０万円） 

こども館、小中学校、地域の英会話サークルなど、語学教育の充実を図るとともに、地

域国際交流の推進に努めました。 

・こども館 ボーセン先生と英語であそぼう 月曜日（午前） 

・小学校 中頓別小学校 ウエルカム教室 火曜日（午前）、金曜日（午前） 

     小頓別小学校 総合的な学習 木曜日（午前、午後） 

・中学校 中頓別中学校 コミュニティ英語 水曜日（午前、午後） 

     小頓別小学校 コミュニティ英語 木曜日（午前、午後） 

・英会話教室 火曜日（午後、夜間）、金曜日（午後） 

・カンフー教室 水曜日（夜間） 

 

〈町民センター費〉 

暖房機改修工事事業            決算額 ８９２万円（９３０万円） 

 昭和５３年に建設された町民センターのボイラー配管等の老朽化に伴い、改修工事を実

施しました。 

 

備品購入事業                 決算額 ６１万円（７０万円） 

   町民センターの除雪機械を経年劣化のため入れ替えました。 
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〈社会教育施設費〉 

図書購入事業                 決算額 ６８万円（６３万円） 

 青少年会館図書室の蔵書の充実を図るため、児童書や一般向け図書を購入しました。 

 

学習機会提供事業                決算額 ３万円（１１万円） 

・ブックスタートパック（絵本２冊）の配付 ６ヶ月検診時 ９名 

・本の読み聞かせの実施 １歳・１歳半・３歳児検診に合わせて  

 

〈創作活動施設費〉 

中頓別町創作活動施設（ゆめクラブ）の充実   決算額 ３８万円（６７万円） 

創作活動施設「ゆめクラブ」の管理運営を文化協会に委託しましたが、教育委員会事務

局の勉強不足で指定管理者でなければできない全面委託を行っていました。このことにつ

いて、文化協会と町民に多大なご迷惑をおかけしたことを深く反省し、今後も町民の皆様

と文化協会のお力添えをいただき、文化活動を推進してまいりますので、よろしくお願い

いたします。また、施設については、平成２１年２月から直営で管理運営しています。 

 

〈保健体育総務費〉 

学習機会提供事業               決算額 ３５万円（５６万円） 

 町民のスポーツの活性化に向けて、地域スポーツ団体やサークルと連携協力し、各種ス

ポーツ教室・大会を開催しました。 

〔教室関係〕 

・少年少女スキー教室の開催（浜頓別町教委と共催） １月７日～９日   ５７名 

・一般スキー教室の開催              シーズン７回     ２名 

・歩くスキー教室の開催              シーズン５回    １５名 

〔大会関係〕 

・町民パークゴルフ大会の開催           ５月１１日      ５５名 

・町民ソフトボール大会の開催          ７月１３日     ５チーム 

・町民駅伝競技大会の開催            ８月３１日    １６チーム 

・町民ソフトミニバレーボール大会の開催     ２月２０日    １０チーム 

・宗谷管内ジュニアアルペン競技大会の開催    １月１２日       ４１名 

・町民スキー大会の開催             ３月 １日      ６０名 

・春の歩くスキー遠足の開催            ４月６日      １３名 

・室内ゲートボール大会の開催          ３月２１日     ４チーム 

 

スポーツ団体の育成              決算額 １４万円（２７万円） 

スポーツ活動を通して、健全な心と体を培うとともに、スポーツ団体の育成を図りま

した。 

・各スポーツ少年団活動への支援    通年              ４団体 

・体育の日記念事業の開催      １０月         体育連盟加盟団体 
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〈寿野外レクリェーション施設費〉 

中頓別町社会教育施設等管理運営費 決算額 １，８３８万円（１，８３８万円） 

   中頓別町社会教育施設等（寿スキー場、ふれあいスポーツ広場、テニスコート、パー

クゴルフ場、ゴルフ練習場、青少年宿泊研修センター、寿公園）の管理は有限会社中頓

別振興公社が指定管理者として管理の代行し、運営しました。 

 

特別会計                                     

国民健康保険事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

国民健康保険事業     決算額 ２億９，４５７万円（２億８，４８４万円） 

国民健康保険とは、日本に住む誰もが安心して医療を受けることができる「国民皆保険

制度」を維持しており、病気やケガをしたとき、安心して病院にかかることができるよう

に医療費の一部を国と国保加入者のみなさんが負担（保険税）しあう制度です。 

  医療給付事業                １億８，４２６万円 

    疾病時の入院や入院外（外来受診）の医療費を支出します。 

  高額療養費                   １，７６８万円 

 1 ヵ月の医療費の患者負担分（一部負担金）が高額になったとき、限度額を超えた分

が高額療養費として、後から払い戻されます。 

  後期高齢者支援金                ２，７５４万円 

    平成 20年度から実施される後期高齢者医療制度に対する支援制度です。 

前期高齢者納付金                    ４万円 

老人保健拠出金                   ９１１万円 

  介護納付金                   １，２３４万円 

    平成 19年度第 2号被保険者納付金見込み額を納付します。 

  共同事業拠出金                 ３，４５９万円 

出産育児一時金（１人 ３５万円）            ０万円 

  葬祭費（１人 １万円）                 ３万円 

  保健事業費                     ２００万円 

    特定健診を実施し、病気の早期発見と予防事業に係る経費を支出します。 

  直診勘定繰出金                    ３６０万円 

    病院の医療機器整備等に係る費用を助成します。 

 

老人保健事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

老人保健事業           決算額 ３，８７４万円（３，５７９万円） 

 平成 14年度に老人保健制度が改正され、受給対象年齢が従来の「70歳以上」から「75

歳以上」に引き上げられ、老人保健対象の方については「老人保健制度」で一般より負担
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額の低い一部負担金の適用を受けられ、医療機関窓口負担が一定限度額を超えたときは、

高額医療費として払い戻されます。後期高齢者医療制度の開始により、この制度は廃止さ

れました。 

 

後期高齢者医療事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

後期高齢者医療事業        決算額 ２，５７７万円（２，５８７万円） 

   後期高齢者医療事業は、老人保健事業に替わる制度で 75歳以上の方と 65歳から 74歳

で一定の障害のある方が加入する医療保険制度です。 

   全道すべての市町村で構成する後期高齢者医療制度広域連合が設立され事業の運営に

当たっており、市町村の役割は、保険料の徴収、各種申請や届出の受付、被保険者証の

引渡しなどの業務を行っております。 

 

水道事業特別会計 

（担当：産業建設課建設グループ） 

簡易水道事業           決算額 ８，５０３万円（８，４０９万円） 

水道は清浄な水道水を供給する生活環境施設として重要な役割を担っています。 

本年度につきましては、水道施設等の維持管理を重点に予算計上し、豊富で清浄な水道

水を造り、経営の健全化に努めてまいりました。 

 

下水道事業特別会計 

（担当：産業建設課建設グループ） 

下水道事業                 決算額 １億２，０８２万円（１億１，９９４万円） 

 下水道事業は、公共水域の水質保全と快適な生活環境づくりとの重要な役割を担ってお

ります。 

本年度につきましては、下水道施設の維持管理を重点に予算を計上し、よりよい環境づ

くりとより効率的な施設管理に努めてまいりました。 

 

介護保険事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

介護保険事業       決算額 １億７，８００万円（１億８，４４９万円） 

 介護保険制度は、平成１８年４月に制度改正されて、サービスの充実が図られました。 

 介護保険料につきましても、従来の第２段階が細分化され、低所得者に対する軽減が図

られました。また、税制改正に伴う激変緩和措置がとられております。 

 介護保険事業（平成 21年 3月 31日現在）状況は次のとおりです。 

   総人口               2,081 人 

   40 歳以上人口            1,430 人 

   65 歳以上人口             697 人 

 - 44 -



   第 1号被保険者数           668 人 

   要介護（要支援）認定者        127 人 

   居宅介護（介護予防）サービス受給者  675 人（延利用者数） 

   施設介護サービス受給者数        36 人 

 

国民健康保険病院事業会計 

（担当：国保病院） 

医療機械器具等整備事業          決算額 ２８０万円（３３５万円） 

 住民の皆様により良い医療サービスを提供するため、老朽化、故障した医療機器等を更

新いたしました。 

   電動ギャジベッド    １台 

   手動ギャジベッド    ２台 

   シリンジポンプ     ３台 

   ストレッチャー     １台 

   病室用エアコン     ４台 

   冷凍冷蔵庫（給食用）  １台 

   待合室ロビーソファー １０台 

 

医師住宅整備事業                決算額 １，７９６万円 

 築後２５年以上経過し、老朽化が著しい医師住宅を新築しました。 

   医師住宅     １戸 

   医師住宅用車庫  １台 
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